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文責：校長 大内雅之

２学期を振り返って ～＋αの取り組み～
明日でいよいよ２学期が終了となります。２学期も「コロナ」に振り回され続けたという印象

はありますし、予断を許さない状況が続いてることは承知しています。ただ、現在のところ、北

小を起因とする感染者が出なかったことについてはちょっとホッとしています。

さて、今年度学校では特に「＋α」の取り組みに力を入れています。＋αには２つの

意味があり、一つは「前向き」であること、もう一つは「今までの自分よりもう少しがんばつて

みること」を大事にするということです。そして、「やってやれないことはない。やらずにでき

るはずはない。」という考え方にたち、＋αを「行動」に移すことを意識してきました。私たち

北小の教職員は、コロナ禍という制限された中ではありましたが、とにかく「やってみること」

「行動を起こすこと」を意識して、２学期を過ごしてきたつもりです。１学期末にもあげてみま

したが、思いつくままに、２学期の「＋α」の行動をあげてみます。（教職員も、子どもも、保

護者も、ごちゃ混ぜになりますがご容赦ください。）

◎ 新型コロナウィルス感染症拡大防止に関わるすべての活動 消毒ボランティア（感謝）

○ 廊下の汚れ落とし ポリッシャー＋ワックス ○ 自転車の寄贈

○ 欠席連絡のお願い ７時２０分～ ○ 欠席者ゼロ達成 連続

○ 学級懇談会の単独開催 来校時の「健康管理カード」 ３日間の分散授業参観

○ 二本松少年隊オリエンテーリング（６年生） ○ 図書委員による読み聞かせ

○ 校長先生からの挑戦状として難問提示 ５年生から全校生・保護者へ

○ 学習発表会は中止 でも、６年生の発表・鼓笛隊演奏・二本松少年隊剣舞披露

○ 北っ子見守り隊 隊員再募集 地域の力

○ 福大生 学生ボランティア配置 ○ モザイクアート制作 昇降口に設置

○ スポーツフェスティバルの開催 ねらいを吟味して種目選定 縦割り活動を重視して

○ オゾン発生装置 パーティション 玄関にサーモカメラ 非接触型消毒設置

○ 校内無線 LAN 工事 冷水機設置 ○ ２転３転しながらも 修学旅行の実施

○ ハロウィーンあいさつ（集会委員会） ６年不在時の５年生によるあいさつ

○ 合唱部発表会 合奏部クリスマスミニコンサート ○ 児童会掲示板の設置 等々

その他、個人的なこと等をあげればまだまだあるはずですし、子どもたち一人一人の取り組み

を聞いていったら、それこそ莫大な数になると思います。この一つ一つは小さい取り組みかも知

れませんが、この小さな取り組みを積み重ねてきたことこそが「成長」「変容」につながつてい

ると確信しています。是非、ご家庭でも、「＋αでがんばったこと何？」と子どもに聞いて話題

にしてみてください。＋αの取り組みはこれからも継続していきます。

おめでとう！！北っ子のがんばり～賞状伝達～ ※敬称略

○ 安達地区小学校児童画展

入選 ６年 山﨑 はな 保住 暁 ４年 齋藤 朱里 吉田 修真

２年 渡邉 瑠菜 １年 安齋 遼飛

○ 令和２年度「家庭の日」作文コンクール

優秀賞 ６年 荒井 菜緒

優良賞 ５年 小久保 妙海 荒井 茉優 ４年 齋藤 凜恋

○ 第４５回二本松インドアソフトテニス選手権大会 ジュニアの部 ２部

第３位 ２年 菅野 心陽（二本松ジュニア）

○ 第１０回大山賞小中学生絵画コンクール 小学校上学年の部

佳作 ５年 三村 光昼

○ 福島県体育協会表彰

最優秀選手賞 安達タグラグビー 紺野美姫，佐々木樹心，安齋佑奈

○ 第３６回福島県バスケットボール優勝大会 女子の部

第１位 二本松ミニバスケットボールクラブスポーツ少年団

 

輝け！北っ子！


